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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜患者様連絡事項＞
・玉田　文弘様～個室利用申込書サイン済み。奥様よりCSセットの転倒予防シューズ利用許可済み。床屋も了承頂く。

・松村　俊雄様～深夜帯より酸素飽和度低下、全身状態の悪化があり、モニター、酸素開始し、家族面会済み。村上Dr.へ報告し、朝より服薬中止、昼より絶食となっている。他、経過観察の指示を受けている。日中、呼吸停止の際は主治医へ連絡の事。

＜要注目患者様情報＞
・松村　俊雄様～8：40　酸素飽和度60％の為酸素5Lから7L変更。痰鳴なし。主治医より昼から食事と内服中止の指示あり。体温36.4℃～37.5℃で経過。努力様呼吸で呼吸数27～30回/分。排尿なし、泥状便少量あり。JCSⅢ-300。15：00　血圧90/49ｍｍHg、酸素飽和度88％。家族面会あり。

・久保田　トキ様～酸素3ℓで酸素飽和度90～93％。食事は1/2から全量摂取。努力様呼吸で動静少なくなってきている。

・竹林　清八様～バイタルサイン測定時も協力的で易怒性、興奮なく経過。帰宅
要求もなし。

・中川　秀雄様～易怒性、不機嫌さなく経過されスタッフ対面時も表情朗らか。

・高村　昌孝様～スタッフが近くを通ると話しかけることあるが、表情は朗らか
　　　　　　　　で不機嫌さや大声はなく経過。

＜柞木田Dr.診察情報＞
・寺沢　隆様～鼻汁治まっている事から、7/15定期からフェキソフェナジン中止。また、腰痛を訴えており、プレガバリン就床前増量となっている。

・竹林　清八様～治験スクリーニング開始により、不穏時の頓服薬使用中止となっている。

・神成　理紀之介様～昼のペロスピロンは中止。

・他、処方、指示変更なし。

＜村上Dr.診察＞
・処方、指示変更なし

＜深澤Dr.診察＞
・高原　廣司様～吐薬が著しい状態。持参薬が多量である事から、服薬内容について指示受け。薬局へ服薬状況報告し、相談。
深澤Ｄｒ.へ報告し、
・フェロミア(50)1T　朝
・テネリア(40)　1Ｔ　朝
・プレガバリンOD(75)2T　朝、夕
・メトホルミン(250)2T　朝、夕
・センノシド(12)2T　ねる前　　　を服薬継続していく事となる。

また、フェロミアは、採血結果により、今後の継続の可否を判断していく事とな
り、15日(水)採血指示が出ている。
